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浅
原
寛
子
前
教

育
長
の
後
任
と
し

て
、
７
月
１
８
日
か

ら
湖
南
市
教
育
委

員
会
教
育
長
を
仰

せ
つ
か
り
ま
し
た
谷

口
茂
雄
で
す
。

石
部
生
ま
れ
の

石
部
育
ち
、
学
校
組
合
立
甲
西
中
学
校
の
卒

業
で
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
湖
南
市
教

育
の
充
実
・
発
展
の
た
め
に
、
精
一
杯
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
か
ら
、
「
地
域
の
子
ど
も
は
、
地
域
で

守
り
育
て
る
」
を
合
い
言
葉
に
し
て
、
青
少
年

の
健
全
育
成
の
た
め
の
諸
活
動
、
と
り
わ
け
湖

南
市
少
年
セ
ン
タ
ー
・
あ
す
く
る
湖
南
の
取
組

に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
湖
南
市
教
育
の
本
年
度
後
半
の
「
重

点
ワ
ー
ド
」
を
、
以
下
の
よ
う
に
定
め
ま
し
た
。

（
１
）
子
ど
も
が
「
自
覚
」
す
る

（
２
）
子
ど
も
の
力
を
信
頼
す
る

（
３
）
地
域
と
協
働
す
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
る

私
は
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
で
は
、
学
習
に
お

い
て
も
生
活
に
お
い
て
も
、
「
子
ど
も
の
自
覚
」

が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
の
自
覚
」
を
大
切
に
す
る

湖
南
市
教
育
委
員
会
教
育
長

谷
口

茂
雄

朝
の
登
校
風
景
を
中
心
に
述
べ
ま
し
た

が
、
命
・
人
権
に
関
す
る
こ
と
や
、
勉
強
に
関

す
る
こ
と
等
も
同
じ
で
す
。

「
子
ど
も
の
自
覚
」
を
大
切
に
し
て
、
保
護

者
の
皆
さ
ん
・
地
域
の
方
々
と
共
に
子
ど
も

育
て
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

１０月４日(土)、「なくそう犯罪」滋賀安全なまちづくり

県民大会において、長年に渡り少年補導活動にご尽力い

ただいた園田孝雄さん(甲西北中学校区)が、滋賀県警察

本部長・滋賀県少年補導委員会連絡協議会長連名で少年

補導功労者表彰を受賞されました。

９
月
に
神
戸
の
小
学
生
女
児
の
痛
ま
し
い
事

件
が
起
き
、
湖
南
市
で
も
声
か
け
事
案
等
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
安
心
・

安
全
の
た
め
の
取
組
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す

が
、
大
人
が
全
て
を
守
り
き
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
に
「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」
こ
と

を
自
覚
さ
せ
、
子
ど
も
自
身
の
危
機
管
理
能
力

を
高
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
意
味
か
ら
気
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
朝

の
登
校
風
景
で
す
。

各
地
で
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
立
っ

て
く
だ
さ
り
、
ず
い
ぶ
ん
安
全
に
登
下
校
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。
退
職
後
は
私
も
立
っ
て
い
ま
し

た
が
、
気
に
な
っ
て
い
た
の
は
、
子
ど
も
た
ち
の

様
子
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
「
守
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
」
こ

と
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
節
が
あ

り
ま
す
。
遊
び
な
が
ら
歩
き
、
道
の
真
ん
中
ま

で
飛
び
出
し
て
い
る
子
も
い
ま
す
。
横
断
歩
道

で
は
、
車
の
停
止
を
自
分
で
確
認
す
る
こ
と
な

く
、
し
ゃ
べ
り
な
が
ら

渡
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
で
は
、
子
ど
も

た
ち
に
危
機
管
理
能

力
は
育
ち
ま
せ
ん
。

「
子
ど
も
の
危
機
管
理
能
力
を
育
て
る
見
守
り

方
」
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
と

考
え
て
お
り
ま
し
た
。



少 年 セ ン タ ー だ よ り （２）

・・・・・・・・ ・・・・・・・・“ ”たくましく 伸びよう 伸ばそう 湖国の子

近年のグローバリズムや情報の発達、雇用環境の変化など社会環境の変化は著しいも

のがあります。こうした変化は、子ども・若者を取り巻く環境にも大きな変化をもたらし、多

様な問題が生じています。

「少年の非行」「いじめの問題」「児童虐待」「児童

ポルノ」など、子どもが犯罪の被害者となる痛まし

い事件等が相次いで発生しています。また、インタ

ーネット上には出会い系サイトなど違法・有害な情

報が氾濫し、携帯電話やスマートフォンの普及により、これらの情報は簡

単に青少年の目に触れるところとなっています。他人に知られずに手軽

に売買出来ることから、危険ドラッグなどの売買にも使われています。

人間関係に悩み自分と社会とのつながりを避け、一般社会にうまく適

応できない青少年の増加など、子ども・若者の安全で、安心な成長に対

する懸念は高まるばかりです。

子ども・若者育成支援は、関係団体や機関、関係者はもとより「家庭」

「地域」「学校」「職場」など、社会全体が連携し一体となって活動を進める

必要があります。

全国一斉に子ども・若者健全育成のための諸事１１月の一ヶ月間、

業、諸活動が集中的に展開されています。

湖南市少年センターにおいても、少年補導(委)員会女性部による着ぐる

み啓発劇(誘拐防止・万引き防止)や、甲賀警察署の少年補導職員、滋賀

県甲賀健康福祉事務所の職員、市内の県立学校の生徒指導担当教員が

合同で、市内各種店舗を巡回し、万引防止のための工夫や有害図書等の

販売・陳列方法の改善のお願い等を通して、健全育成への取り組みを強く推進しています。

今年度の上半期(４月～９月)は 件の相談があり１０７９

ました。

主な相談者は、本人や家族の方です。相談の内容として

、 「 」、 「 」、 「 」は １位 就職・仕事 ２位 学校・学業 ３位 家庭

の３項目が突出して多くなっています。

一人ひとりの少年たちに寄り添いながら「自信や肯定感

を持たせ、転んでも立ち上がり自ら歩き出す力」をつけさ

せたいと支援を進

めています。

少年たちの健やかな成長のために、少しでも「困っ

」「 」 、たなあ どうすれば･････？ と思うことがあったら

気軽にご連絡ください。

「あすくる」の担当職員が心をこめて対応させてい

ただきます。

１１月６日(木)、栗東芸術文化館

さきらで開催された「滋賀県薬物

乱用防止推進大会」において、当

センターは『厚生労働省医薬食品

局長』より感謝状を受けました。


